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注意事項

■著作権について

本冊子と表記は、著作権法で保護されている著作物です。本冊子の著作権は、発行者にあります

。本冊子の使用に関しましては、以下の点にご注意ください。

■使用許諾契約書

本契約は、本冊子を入手した個人・法人(以下、甲と称す)と発行者(以下、乙と称す)との間で合意
した契約です。本冊子を甲が受け取り開封することにより、甲はこの契約に同意したことになり

ます。

第１条 本契約の目的：
乙が著作権を有する本冊子に含まれる情報を、本契約に基づき甲が非独占的に使用する権利を承

諾するものです。

第２条 禁止事項：
本冊子に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。甲は本冊子から得た情報を、乙

の書面による事前許可を得ずして出版・講演活動および電子メディアによる配信等により一般公

開することを禁じます。特に当ファイルを 第三者に渡すことは厳しく禁じます。甲は、自らの
事業、所属する会社および関連組織においてのみ本冊子に含まれる情報を使用できるものとし

ます。

第３条 損害賠償：
甲が本契約の第２条に違反し、乙に損害が生じた場合、甲は乙に対し、違約金が発生する場合が

ございますのでご注意ください。

第４条 契約の解除：
甲が本契約に違反したと乙が判断した場合には、乙は使用許諾契約書を解除することができるも

のとします。

第５条 責任の範囲：
本冊子の情報の使用の一切の責任は甲にあり、この情報を使って損害が生じたとしても一切の責

任を負いません。



あいさつと問合せ先のご連絡

どうも。ぶながや♪です。

この電子書籍は、ネットビジネスを実践する上でとても役立つ各種無料ツールを使い倒しまし

ょう！ということで、要点をまとめてみたものです。

ネットやPCに不慣れな方にもできるだけ分り易く書いていますので安心して読み続けてみてくだ
さい。

あなたが分からないと思った単語などは、下にあるようなヤフーやグーグルの検索窓からキーワ

ードを入れてみればほとんど解決しますので、ぜひ自分自身の力で解決してみてください。

 

 
 

検索するときのキーワードとしては、「◯◯◯とは」というように“とは”を付けるとお目当ての情
報が探しやすいですので、ぜひ試してみてください＾＾



自分でやってみたけど、どうしても分からないや〜＾＾；　ってときは、遠慮なくぶながや♪ま

で連絡ください＾＾

お問い合わせはこちら　>>　問い合わせフォームへ移動する

なお、返信はできるだけ２４時間以内にできるよう努力しますが、どうしても間に合わない場

合は、ごめんなさい。もう謝っておきます＾＾

ただ、ちゃんとしたメールであれば返さないことはないので安心してください。

誹謗中傷するようなメールには答えかねますのでご了解ください。

http://29014.info/qs


メルマガのご案内

脱低所得！を合言葉に、自分をそして未来を変えるために何をすべきか？

メルマガでは、ぶながや♪思いを正直にときには（いや、ほとんど＾＾；）オチャラケながら伝

えていきたい！

そう思っています。

よければこちらからどうぞ　>>　http://29014.info/merumaga

http://29014.info/merumaga


ぶながや♪の信念

Why ？　私は何をするために存在しているのか？

じいちゃん、ばあちゃんの「ぬちぐすい」をともに探し、「幸せのひととき」を創造するために

存在する。

じいちゃん、ばあちゃんが安心して笑える場、医療・介護はもちろん、家族が、地域が一体とな

って相互扶助できる世界を実現できると信じている。

※「ぬちぐすい」は沖縄の方言です。

何をするにも円の中心にあるのはこの信念。

脱低所得！もこの信念からその周りにある具体化し

た世界につづく道と信じ、

ブレることなく、やり遂げます！！

（あ〜ぁ、み〜んなの前で宣言しちゃった＾＾；）

それでは、長くなりましたが＾＾；　

本編に入ってきましょう！！



Windows Live Writerでできること（ちょ〜ざっくりと）

Windows Live Writerでできることをちょ〜簡単に説明します。

Windows Live Writerで下のようなワードプレス用の記事を書き投稿しました。

そしたら、ワードプレスではこのように表示されます。



以上、画像だけで簡単ですが、できることは何となく分かっていただけたと思います。

それでは、次のページからWindows Live Writerのインストール、設定などについて説明しちゃい
ま〜す＾＾



Windows Live Writerのインストール方法

まずはじめに、Windows Live Writerのインストール用ファイルをダウンロードしますので、以下
のリンクをクリックしてください。

　　　　>>　http://windowslive.jp.msn.com/writer.htm

クリックすると下の画面になりますので、「今すぐダウンロード」をクリックしてください。

次に下の画面になるので青い「今すぐダウンロード」をクリックしてください。

そうすると、下のようになりますので（インターネットエクスプローラの場合）、「実行」を

クリックしてください。

http://windowslive.jp.msn.com/writer.htm


次に「このコンピュータの変更を許可しますか？」みたいなメッセージが出るので、許可してく

ださい。

そうすると下の画像のようにインストール開始となります。

次に下の画面が出るので、「インストールする製品の選択」をクリックしてください。

次に、下の画面のように「Writer」だけをチェックして「インストール」をクリックしてください
。

注）PCによっては既にwriterがインストールされていますので、その時は一気に設定の説明に移動



してください。

下のようにインストールとなります。

インストール完了の画面がでたら「閉じる」をクリックしてください。

もし、パソコンの再起動を要求された場合は、再起動しておいてください。

以上でインストールは完了しました。お疲れ様でした。



Windows Live Writerの起動とアカウント設定方法

Windows Live Writerを起動するには、「画面左下のウィンドウズマーク」▶「すべてのプログ
ラム」▶「 Windows Live 」▶「Windows Live Writer」の順でクリックします。

初回起動時には下の画面が出ますので、そのままアカウント設定に進みます。

画面のとおりに、WordPressにチェックを入れ、「次へ」をクリックします。

次に下の画面で必要な情報を入力します。

ブログのウェブアドレスはワードプレスをインストールしたフォルダ（トップページ）を指定し

ておけばいいです。私はパスワードを保存するにもチェックを入れています。すべて入れたら「

次へ」をクリックします。

すると、ほとんどの方は下のようなエラーが出ると思います。

このエラーが出たときはワードプレスでちょっとした設定が必要ですのでワードプレスにログイ

ンしておいてください。もし、下のエラーが出ない場合は、特に問題はありませんので、次の記

事投稿の例などを参照ください。



下のエラー画面は「OK」をクリックして消してください。
Windows Live Writerはそのままにしておいてください。

それでは、ワードプレスにログインしましたら、ダッシュボードの左側の「設定」▶「投稿設定」

をクリックし、下のようにXML-RPCにチェックを入れてください。最後に「変更を保存」をクリ
ックして設定完了です！

次に、既に起動しているWindows Live Writerのアカウント追加画面で再度「次へ」をクリックし
てください。

うまくいくと、下の画面が出ますので「はい」をクリックしてください。



そしてこの画面がでたら「完了」をクリックして設定が完了します。

どうもお疲れ様でした。



記事投稿の例

Windows Live Writerを起動すると下の画面になります。ワードと似たスタイルなので、変な抵抗
感はないのではないでしょうか？

とりあえず、最も基本となる記事を書いて投稿までの一例をこれから示します。

まず、「記事のタイトルを入力してください」という部分が、その名の通り、記事のタイトルに

なります。

適当にタイトルを入れてみました。

次に記事の部分を書いていきます。例えばこんな感じで書いてみました。



次に、今書いた記事を投稿します。

まず、下の赤枠のところが投稿しようとしているブログに設定されているかを確認します。

確認して問題なければ、その隣りの「投稿」ボタンをクリックします。

投稿する記事のカテゴリの指定をしていないためこのような画面がでます。



ここでは気にしないで「はい」をクリックします。

すると、自動でブラウザが立ち上がり、投稿した記事がブログのページとして表示されます。

見て頂けると分かるように、Windows Live Writerで書いた記事の装飾、改行、行間などほとんど
ズレなく記事が投稿されています。

記事タイトルがピンク色で装飾されていますが、これはワードプレスの投稿テンプレートによっ

て違ってきます。よって、あなたのワードプレスでは今回の例とは異なる表示になるかと思い

ます。

簡単ですが、記事の投稿の例はこれで終わりです。

次に、固定ページの投稿例を説明します。



固定ページ投稿の例

通常の記事投稿と基本は一緒です。

１つだけ異なるのは、下のように固定ページの編集モードに切り替える手間があるだけです。

まず、画面左上の赤枠の部分をクリックします。

次に、「新しい記事」▶「新しいページ」の順にクリックします。

そうすると、画面が固定ページ編集用に切り替わります。タイトル入力が下のように「ページの

タイトルを入力してください」に変わっていれば成功です。



後は、普通に記事投稿と同じ要領で文章を書いていけばOKです。
ここでは、適当に書いてみました。

で、「投稿」ボタンをクリックすると、



こんな感じで投稿されました。

地図はBingのものしか使えませんが、投稿した記事の地図をクリックすると自動でBingの地図サ
イトに飛びます。何だかとてもかこえぇ〜って印象です＾＾

これで投稿の例は終了です。実際に色々使ってみると、このソフトの凄さが分かると思います。



独自テンプレートにはご注意を

私の例ですが、固定ページで独自テンプレートを適用している場合に、Windows Live Writerで過
去記事を読み込み編集を加え、再投稿したところ、表示がめっちゃ崩れてしまいました。

ですので、みなさんも、独自テンプレートが適用されている場合にはWindows Live Writerで投稿
した後、実際の表示を確認しておくことをオススメします。

特に、投稿済みの過去記事をWindows Live Writerで読み込んで編集を加えて再投稿する場合には
、まず初めに過去記事をバックアップしていたほうが安心です。

ワードプレスのデータバックアップはIDrive for Wordpressがオススメです。

http://www.idrive.com/wordpress.htm

